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さえき・あきひろ／ 1960（昭和35）年
７月29日大野原町井関生まれ。61歳。
旧観音寺商業高等学校（現観音寺総合
高等学校）、専修大学商学部卒業。大学
卒業後、衆議院議員の公設第一秘書・
政策秘書、運輸大臣の政務秘書官を務
めた後、2007（平成19）年に香川県議会
議員に初当選。４期を経て2021（令和
３）年11月に観音寺市長に就任

好きな言葉　　優しさと思いやり
特技　　　　　柔道（五段）
好きな食べ物　めかぶ納豆ごはん
苦手な食べ物　特になし
趣味　　　　　サウナ、旅行
性格　　　　　明るく元気、少し怖が

り（爬虫類が苦手）
好きな本　　　松下幸之助さんの本
口癖　　　　　「何とかなる、心配ない」

社会人１年目。国会事務所で 12月の定例市議会冒頭で所信表明 就任式で幹部職員を前に訓示を行う白川晴司前市長との事務引き継ぎ式 11月22日初登庁の様子

佐伯 明浩

佐
伯
市
政
が
ス
タ
ー
ト

佐
伯
市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

任
期
満
了
に
伴
う
観
音
寺
市
長
選
挙
が
令
和
３
年
11
月
14
日
に
行
わ
れ
、
佐
伯
明
浩
氏

が
観
音
寺
市
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
佐
伯
市
長
に
就
任
後
の
現
在
の
気
持
ち
、
そ
し
て

今
後
目
指
す
市
の
姿
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。（
令
和
３
年
12
月
１
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

就
任
し
て
、
現
在
の
気
持
ち

　
就
任
し
て
１
週
間
余
り
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
重
責
と
と
も
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
国
務
大
臣
の
政
務
秘
書
官
を
し
て

い
た
こ
ろ
、
旧
運
輸
省
（
現
在
の
国

土
交
通
省
）
で
仕
事
を
し
て
お
り
、

役
所
の
雰
囲
気
は
何
と
な
く
つ
か
め

て
い
ま
し
た
の
で
、
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

　
合
併
前
を
含
め
、
26
年
間
市
の
か

じ
取
り
を
さ
れ
た
白
川
前
市
長
か
ら

市
長
職
を
引
き
継
い
だ
わ
け
で
す
が
、

目
に
見
え
る
こ
と
見
え
な
い
こ
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ま
れ
て

ス
の
利
便
性
を
生
か
し
て
、
人
が
集

ま
る
場
所
を
創
り
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
観
音
寺
駅
を
高
架
化

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
人
流
を
増
や

し
利
便
性
を
良
く
し
た
い
と
も
考
え

て
い
ま
す
。
た
だ
、
行
政
だ
け
で
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

民
間
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
協
力
し
て
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
高
齢
者
・
障
が
い
者
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
高
齢
化

が
進
み
、
運
転
免
許
証
返
納
後
も
生

活
に
困
ら
な
い
よ
う
、
住
民
の
足
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
が
導
入
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
促
進
さ
せ
、
優
し
く

お
り
、
あ
ら
た
め
て
す
ご
い
方
だ
と
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
私
は
首
長
と
し
て
は
初
心
者
で
す

が
、
市
長
職
は
〝
慣
ら
し
運
転
〟
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
重
責
に

耐
え
ら
れ
る
よ
う
研
さ
ん
を
積
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
白
川

前
市
長
か
ら
引
き
継
い
だ
事
業
を
完

遂
さ
せ
、
ま
た
、
新
た
な
種
を
撒
き
、

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
を
元
気
に
す
る
５
つ
の
目
標

　
私
は
「
ゆ
と
り
と
活
力
の
田
園
都

市
観
音
寺
」
を
理
念
に
掲
げ
て
お
り
、

５
つ
の
政
策
目
標
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
目
が
市
内
産
業
の
振
興

で
す
。
農
林
水
産
業
な
ど
の
第
一
次

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
つ
目
は
子
育
て
と
教
育
で
す
。

若
い
世
代
が
、
働
き
な
が
ら
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
て
い
け
る
よ
う
に
何

が
必
要
か
考
え
て
い
き
ま
す
。
例
え

ば
紙
お
む
つ
の
購
入
費
助
成
や
第
一

子
の
保
育
料
無
償
化
、
移
住
者
の
た

め
の
住
宅
の
新
築
助
成
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
旧
三
豊
工
業
高
等
学
校
の

跡
地
に
、
４
年
制
の
医
療
系
大
学
を

誘
致
予
定
で
す
。
若
者
が
増
え
る
こ

と
で
ま
ち
に
活
気
が
生
ま
れ
、
近
く

の
三
豊
総
合
病
院
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
拠
点
と

な
る
で
し
ょ
う
。
誘
致
に
よ
り
、
豊

産
業
は
環
境
を
守
る
た
め
に
も
大
切

で
す
。
ま
た
、
地
元
産
業
の
育
成
、

優
良
企
業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
、
景

気
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
税
収

を
確
保
し
、
市
の
体
力
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
海
外
と
の
交
流
や
観
光

振
興
で
す
。
人
、
物
の
流
れ
が
な
い

と
地
方
は
縮
小
し
て
い
き
ま
す
。
国

内
外
の
地
方
都
市
と
交
流
し
、
人

流
・
物
流
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
中
四
国
最
大
級
の
道
の

駅
の
建
設
を
目
指
す
と
と
も
に
、
令

和
７
年
度
末
に
完
成
予
定
の
観
音
寺

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
大

野
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
ア
ク
セ

浜
駅
周
辺
の
充
実
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
関
係
機
関
と
相
談
し
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
５
つ
目
は
健
康
で
生
き
生
き
と
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
エ

コ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
サ
ッ

カ
ー
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
を

整
備
し
、
健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民

館
や
公
園
、
体
育
館
を
活
用
し
た
生

涯
学
習
活
動
や
健
康
づ
く
り
講
座
の

充
実
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

本
市
の
財
政
事
情
は
大
変
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
必
要
性
や
優
先
順
位
を

明
確
に
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
着
実

に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

プロフィール

全国高校総体では柔道団体でベスト８
（写真最後列の右端が佐伯市長）
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観音寺市議会議員20人の顔ぶれ
観音寺市議会議員選挙が令和３年11月14日に行われ、20人の新しい市議会議員が決まりました。

（期別年齢順・敬称略）

観音寺市議会議員選挙の結果 観音寺市長選挙の結果
■当日有権者数　49,169人
■投票者数　　　32,312人
■投票率　　　　65.72％
■候補者別得票数
　五味 伸亮　 　2,292票
　三好 優子　 　2,102票
　大平 直昭　 　2,001票
　岸上 政憲　 　1,868票
　石山 秀和　 　1,838票
　合田 隆胤　 　1,824.820票

■当日有権者数　　49,169人
■投票者数　　　　32,309人
■投票率　　　　　65.71％

■候補者別得票数
　佐伯 明浩  　   　17,726票
　城本 宏　　　  　13,995票

白川 雅仁　　1,762票
友枝 俊陽　　1,569票
篠原 重寿　　1,535.274票
詫間 茂　　　1,488票
立石 隆男　　1,344.024票
篠原 和代　　1,319.725票
大矢 一夫　　1,222票
大久保 隆敏   1,170票
井下 尊義　　1,121票
大賀 正三　　1,087票

合田 千佳子　 1,042.179票
藤田 均　   　 1,032票
伊丹 準二　　 1,024票
豊浦 孝幸　　 979票
立石 珠実　　 857.975票
安藤 康次　 　852票
北野 洋一　 　399票

（令和３年11月14日執行）
（令和３年11月14日執行）

※得票数の小数点以下は、案分票に
よるものです。

大賀 正三
①76歳 ②自由民主党
③５期 ④大野原町

大平 直昭
①60歳 ②自由民主党
③５期 ④豊浜町

友枝 俊陽
①41歳 ②自由民主党
③４期 ④大野原町

白川 雅仁
①50歳 ②公明党
③２期 ④大野原町

大久保 隆敏
①75歳 ②無所属 
③５期 ④大野原町

詫間 茂
①74歳 ②自由民主党
③４期 ④観音寺町

五味 伸亮
①41歳 ②無所属
③４期 ④高屋町

合田 隆胤
①42歳 ②自由民主党
③２期 ④豊浜町

篠原 重寿
①68歳 ②立憲民主党
③５期 ④古川町

伊丹 準二
①67歳 ②自由民主党
②４期 ④豊浜町

藤田 均
①61歳 ②日本共産党
③３期 ④大野原町

合田 千佳子
①55歳 ②無所属
③１期 ④豊浜町

石山 秀和
①64歳 ②公明党
③５期 ④原町

立石 隆男
①62歳 ②自由民主党
③４期 ④大野原町

篠原 和代
①59歳 ②自由民主党
③３期 ④古川町

三好 優子
①46歳 ②無所属
③１期 ④木之郷町

大矢 一夫
①63歳 ②自由民主党
③５期 ④観音寺町

井下 尊義
①57歳 ②自由民主党
③４期 ④観音寺町

豊浦 孝幸
①53歳 ②自由民主党
③３期 ④観音寺町

岸上 政憲
①42歳 ②無所属
③１期 ④柞田町

①年齢（令和４年１月１日現在）
②党派 ③期数 ④住所

市
長
に
な
る
ま
で

　
当
初
か
ら
政
治
家
を
目
指
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
大
学
卒
業
を
控

え
、
就
職
活
動
を
す
る
中
で
、
国
会

議
員
の
森
田
一
さ
ん
（
元
運
輸
大

臣
）
か
ら
「
君
は
僕
に
な
い
も
の
を

持
っ
て
い
る
か
ら
お
い
で
」
と
誘

っ
て
い
た
だ
き
、
秘
書
に
な
り
ま
し

た
。
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
し
、
と

に
か
く
元
気
で
明
る
か
っ
た
た
め
、

「
い
つ
も
元
気
で
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

い
ね
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

森
田
大
臣
と
行
動
を
共
に
し
た
秘
書

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
様
子

（
観
音
寺
市
は
寄
付
額
が
県
内
１
位
！
）

※
令
和
２
年
度
実
績

官
時
代
、
ま
た
、
そ
の
後
の
県
議
会

議
員
時
代
を
通
し
て
多
く
の
人
脈
が

で
き
た
こ
と
は
、
私
の
財
産
で
す
。

　
私
は
東
京
で
30
年
近
く
生
活
し
、

都
会
の
良
さ
は
十
分
知
っ
て
い
ま
す

が
、
香
川
へ
帰
っ
て
か
ら
は
地
元
の

魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
然
の
豊

か
さ
、
人
間
性
の
素
晴
ら
し
さ
、
時

間
の
ゆ
と
り
。
都
会
に
比
べ
て
利
便

性
や
物
質
的
な
豊
か
さ
は
少
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
き
る
上
で
ど

ち
ら
が
幸
せ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
市
職
員
に
つ
い
て
は
、
能
力
も
大

事
で
す
が
、
一
番
大
切
な
の
は
人
間

性
で
す
。
公
僕
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
明
る
く
元
気
に
、

日
々
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
や
職
員
の
力
だ
け
で
観
音
寺
市

を
発
展
さ
せ
て
い
け
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に

今
以
上
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐伯市長に
聞きました

おばあちゃん子で、「怒ったらいかん」「人
に優しくしなさい」と毎日のように言わ
れて育ちました。もちろんムッとすること
はありますが、怒ることはまずありません。
子どものころは野山を走り回って遊ぶ元気
な子でした。

新幹線の運転手。幼稚園のころ、初めて新
幹線に乗って感動しました。運転手にはな
らなかったけれど、鉄道局を管轄する運輸
省（現国土交通省）で政務秘書官として働
くことに。今も鉄道や飛行機に乗るのは好
きです。

地方もグローバル化が進んでいます。若い
時に海外に行く経験をしてほしいです。私
も最初は不安でしたが、視察などで何度も
外国を訪れるうちに、一人で飛行機に乗り、
知らない街を歩けるようになりました。語
学ができなくても、片言でも気持ちは伝わ
ります。自信と慣れが身に付くと、積極的
になれます。また、外を見ることで日本の
良さにあらためて気付くことができます。

若い人におすすめしたいこと

子どものころになりたかった職業は

子どものころの思い出は


